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平成 23年度に体育系から SS評価教員として推
薦していただき、ありがとうございました。評価し
ていただいた教育活動は、筑波大学に赴任した年か
ら継続していた筑波英検不合格者を対象とした英語
補習授業、社会貢献・学内運営に関する活動として
評価された活動は、2010年から始めた Tsukuba 
Summer Institute for Physical Education and Sportでし
た。
筑波英検は、筑波大学外国語センターが作成して
いた独自の検定試験で、筑波大学開学当初から平成
23年度に廃止されるまで、この検定試験に合格す
ることが卒業要件となっていました。私が筑波大学
に赴任した年に、2年生の専門語学Ⅰを担当するこ
とになり、クラスの学生から筑波英検のための補習
をしてほしいと頼まれて補習を始めました。参加希
望者が増えていき、教育課程委員会の予算をいただ
いて、英語教育専攻の大学院生にも TAをお願いす
るようになり、1年生から 4年生まで 100名ほどが
補習に参加していた年もありました。
補習クラスは、点数の取りやすい文法問題中心に
進めていましたが、参加していた学生達の英語力に
は幅があり、補習はいつも中学 1年生レベルの be
動詞と一般動詞の区別から始め、試験直前には多く
の学生が仮定法や分詞構文の問題まで解けるように
なりました。それでも 2年に 1人くらいの割合で、
補習に参加していた学生が不合格のために留年する
ことがあり、本当に申し訳なかったです。試行錯誤
を重ね多方面からのご協力を得て、ついに何年も続
けて卒業予定者全員が合格できるようになり、そし

て、平成 23年度にやっと筑波英検が卒業要件から
はずれ、補習クラスは終了しました。
筑波英検が平成 23年度から廃止されることが決
まった頃、大学院生と体育教師のためのサマース
クールを筑波大学で開いてくれないかという打診が
ありました。きっかけは、平成 21年 12 月に文部科
学省スポーツ・青少年局が初めて主催した国際シン
ポジウム「青少年スポーツ活動国際シンポジウム：
青少年の豊かなスポーツライフの実現をめざして－
学校体育・運動部活動・地域スポーツクラブの連携」
でした。高橋健夫先生をチーフコーディネーターと
して、イギリスのベドフォードシャー大学から Dr. 
David Kirk、アメリカのオハイオ州立大学から Dr. 
Jackie Goodway、オーストラリアのクイーンズラン
ド大学から Dr. Louise McCuaig、ドイツのルード
ヴィッヒブルグ教育大学から Dr. Annette Hofman、
シンガポールのシンガポール・スポーツスクールか
ら Dr. Irwin Seetと Dr. DeborahTanを招聘しました。
国際シンポジウム自体の成果もありましたが、この
シンポジウム以前に互いを知っていたのは、Dr. 
David Kirkと Dr. Louise McCuaigだけでしたので、
招待講演者たちが口々に収穫だと言っていたのは、
お互いと知り合え情報交換できたということでし
た。「これだけの国々から多方面のスピーカーを呼
べるのは素晴らしい」「これから毎年集まらないか」
「自分たちの夏休みを 1週間提供してワークショッ
プをやらないか」「日本でワークショップをすれば、
アジアから日本に来るだけで、世界中の情報に触れ
られるじゃないか」という調子で全員が帰国する前
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に話がどんどん進んで行きました。あまりのスピー
ドに、Dr. Louise McCuaigは、「どんなに良い事でも、
できない事を始めては駄目」と何度も忠告してくれ
ました。Louiseの言葉と、Dr. Goodwayと Dr. Kirk
の猛烈な後押しを受けて、阿江学群長（当時）にサ
マースクールについてお願いしたところ、もちろ
ん、「そら無理やろ」とのことで、あっという間に
年内決着しました。と思いきや、平成 21年度の年
度末に、学内の公募型プロジェクトである国際連携
プロジェクトに申請してもよしと当の学群長から
言っていただき、プロジェクト経費を 100万円獲得
することができました。
こうして第1回目のTsukuba Summer Institute（TSI）
を平成 22年 7月 24日～ 31日に開催することがで
きました。講師として、Dr. Kirk、Dr. Goodwayの他
に、松元剛先生と交流を深めていたオハイオ州立大
学のウェルネスプログラムのディレクター Jae 
Westfall氏、Student Athlete Support Service Officeディ
レクター David Graham氏、高橋健夫先生、長谷川
悦示先生が交流を続けていたクイーンズランド大学
からは UQ Sportsスタッフの Vince Kelly氏が参加
しました。

Dr. Kirkから、体育の授業モデルの一つである「ス
ポーツ教育モデル」についての講義を聞き、高橋健
夫先生から「スポーツ教育モデル」が日本の体育授
業でどのように実践されているのかについての講義
を聞く、真田久先生の、教育・文化としての武道に
ついての講義を聞いた後、岡田弘隆先生から柔道の
実技指導を受ける等、単に海外の研究者の講演を聞
くというプログラムではなく、常に比較文化的視点
を持ち、理論や研究を実践に結びつけることを意識
したプログラムでした。また、オハイオ州立大学に
おけるウェルネスを中核とした「大学体育」、クイー
ンズランド大学における競技団体・地域のスポーツ
指導者・大学院生を連携させた「大学体育」、学生
競技者の競技と学業のサポートについて、現在の形
になるまでの経緯や運営・財政についてもざっくば
らんに尋ねることができました。全ての講義や演習

は英語で行われ、英語で話しているか通訳している
かのいずれかの英語漬けの毎日でした。教室で話
し、体育館で、野生の森で、公式・非公式の懇親会
で話し、期間中延々と話し続けることができるこの
ような機会を楽しんだのは、参加した学生達より
も、私を含めた教員・スタッフだったのではないか
と思います。
海外から参加した学生は、ベドフォードシャー大
学から 2名、クイーンズランド大学から 1名の大学
院生、インドのマナブラチャナ国際大学から 2名の
学部生のみで、日本人学生は、筑波大学、日本体育
大学、順天堂大学等から約 30名の大学院生、約 20
名の学部生が参加しました。
小中高が夏休みに入ってからの開催でしたが、韓
国、台湾、日本でも、夏休みを利用した現職教員の
研修会や研究会が既に企画されていたため、当初
Dr. Kirkや Dr. Goodwayが構想していた、夏休みを
活用したアジアの現職教員を対象とするワーク
ショップは実現しませんでした。主な参加者が、体
育科教育学を専門とする大学院生だったことから、
大学院生のための研究計画のワークショップを、グ
ループワークを中心に進めていくことになりまし
た。このプログラムは、Dr. Kirkと Dr. Goodwayが
その後も改良を重ねて続けている Graduate Research 
Seminarです。このプログラムでは、まず初めに、
研究のテーマとして取り組む価値のあるホットト
ピックについて考えます。ただ興味があるからやっ
てみたいからという理由ではなく、取り組むべき
テーマかどうかを考える必要があるということが強
調され、4～6人程度のグループで取り組むべきテー
マについて議論します。次に、研究手法やテーマの
異なる 3編の論文を用いて、ホットトピックに関連
する先行研究の読み方と取捨選択、整理の仕方につ
いて学びます。そして、先行研究の検討を通じて中
核となる考え方や理論を見つけた後、各グループ
で、自分たちが選んだ取り組むべきテーマに関する
Research Question を設定します。次に、質的研究と
量的研究について講義を受けた後、研究デザインの
Alignment（先行研究→理論→研究パラダイム
→ Research Questions→研究方法→データ分析→予
想される結果のつながり）について学びます。これ
以降は繰り返しアライメントができているかどうか
繰り返し講師陣から尋ねられます。その後、現場で
のデータ収集と研究倫理、データ分析、効果的な研
究発表、指導教員との関係や共同研究の進め方につ
いての講義や演習が続き、最終日に各グループによ
る研究計画のプレゼンテーションが行われます。こ
の間、連日、課題・宿題が出され、各自で考えて来

写真 1　Tsukuba Summer Institute 2010
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たことをグループで話し合ってまとめた後、各グ
ループが課題について発表するという形式で進めら
れるため、講義や演習が終わった後にグループで集
まって話し合い、講義や演習が始まる前から集まっ
て準備するという時間が日に日に増えていきます。
あまりにもハードスケジュールだったため、第 1回
TSIの終了直後に、今後はプログラムの中日に完全
休養の日を設けることをルールとしました。第 1回
TSIは、日本人学生や講師陣にとって刺激的だった
だけでなく、数少なかった海外からの学生にとって
も有意義なプログラムとなりました（Occhino, 
2010）。

TSI終了直後から、次年度の開催に向けての準備
が始まりました。予算獲得のために 9月にはもう、
Dr. Kirkの勧めで、ハードルの高い日英の二国間共
同プロジェクトに申請していました。日英両サイド
から面倒な申請書を提出しましたが、もちろん簡単
に採択されるようなものではありませんでした。
Dr. Kirkから、「ここで不採択でも、1回これを書い
ておけば、次に他の申請機会があった時にこれを基
にすればすぐできるからいいんだ」と言われ、採択
が難しそうな申請にもチャレンジする勇気が出てき
ました。そうしている間に見つけたのが、JASSO（日
本学生支援機構）の留学生交流支援制度でした。そ
れまで、留学生を対象とした支援制度と言えば、大
学院に留学して修士や博士取得を目指す正規留学生
や、国際交流協定を結んでいる大学間や学部間での
3ヶ月以上 1年以内の交換留学生が対象でした。そ
れが、平成 23年度から新たに、3ヶ月未満の学生
派遣「ショートビジット」と学生受け入れ「ショー
トステイ」プログラムに参加する学生を対象とした
奨学金制度が開始されたのです。加えて、この奨学
金は受給者の学業成績や経済状況に基づいて決めら
れるのではなく、受給者が参加するプログラムの内
容が審査されるというものでした。プログラムの目
的、到達目標、特色、学習成果の測定方法、プログ
ラムの効果等のプログラムの詳細、プログラムに参
加する交流協定校の一覧や協定内容等についても記
載しなければなりませんでしたが、Dr. Kirkの予言
通り、不採択になった申請書の残骸が役に立ちまし
た。受け入れプログラムの申請大学数は 88校、申
請プログラム数は 137件でしたが、新しい制度のた
め採択率は 83.9％と高く、30名分の奨学金を得る
ことができました。その後、平成 25年度からは「短
期受入・派遣（短期研修・研究型）」と名称が変わり、
ルールの変更もありまが、平成 24年度には 40名、
平成 25年度には 80名の海外からの学生参加者にそ
れぞれ 8万円の奨学金を支給することができ、一気

に海外からの参加者が増えました（表 1）。

海外からの学生と学部生の参加が増えたため、平
成 23年度からはプログラムを 2つに分け、参加学
生は、研究方法論の講義・演習“Graduate Research 
Seminar”か、あるいは、柔道、剣道、フラッグフッ
ト、身体技法、フィットネステスト、メンタルトレー
ニング等の心技体の実習・演習を中心とした“Sport, 
Physical Activity, and Culture in Japan”（SPAC）のい
ずれかを選択することになりました。2つのグルー
プが共に参加するのは、長谷川悦示先生と渡邉仁先
生のご協力で第 1回 TSIから続けている UDON-
making等の social activityです。平成 25年度からは、
2つのグループのつながりを強め参加者の国際性を
生かすために、2つのグループを越えた国別グルー
プを編成して、プログラム期間中に他国の文化を学
ぶ文化的な課題も導入されました。
平成 23年度から、より独立したプログラムとし
て実施されるようになった SPACは、松元剛先生を
プログラムディレクターとして、体育センターの先
生方の多大なご協力を得て行われています。平成
25年度は三田部勇先生のご協力を得て、SPAC受講
生は市内の小中学校の体育授業や部活動を見学に行
きました。グループに分かれて日々の活動とグルー
プでのディスカッションをポートフォリオにまと
め、最終日にグループ発表を行います。発表や最終
レポートの中で、海外の学生の多くが、技術や運動
を学ぶだけでなくその精神性や文化を踏まえて学ぶ
武道の考え方、嘉納治五郎の武道を通じての教育、
児童生徒が熱心に活動している体育授業やフラッグ
フット等の教材を自国に持ちかえって活用したいと
述べていました。彼らは帰国した後も、TSIについ
てのレポートを大学に提出したり、ニュース記事を
大 学 の HP 等 に 投 稿 し た り（e.g. University of 
Bedfordshire, 2012; University of Toronto, 2013）、TSI

表 1　TSI参加者数と出身国の推移
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の説明会を開いてくれ、受講生同士は SNSを通じ
てその後も交流を深めています。
平成 25年度からは、体育センター開設科目とし
て「日本の体育・スポーツ文化」が、体育学専攻開
設科目として「つくばサマーインスティトゥート」
が開設され、平成 26年度からは体育専門学群にお
いても「つくばサマーインスティチュート」が開設
され、TSIに参加した筑波大生が単位を取得できる
ようになりました。また、平成 25年度からは、竹
村雅裕先生、大森肇先生、征矢英昭先生にご尽力い
ただき、これまでの 2つのプログラムに“Laboratory 
Workshop”が加わりました。アメリカ、インド、
イギリス、ニュージーランド、ブラジルの学生が、
運動生化学やバイオメカニクス、スポーツ医学の講
義・演習・実験に参加しました。平成 26年度には
仲澤眞先生にご協力いただき、スポーツビジネスマ
ネジメントのプログラムを加えた 4つのプログラム
を TSIで実施する予定です。
小さなきっかけで始めた筑波英検の補習や TSI

を、筑波大学体育系の組織と先生方が発展させて下
さいました。先生方を面倒なことに巻き込んでし
まった張本人を SS評価していただいたことに、改
めてお礼を申し上げます。ありがとうございまし

た。
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